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は
じ
め
に

『

洞
谷
記』

は
元
来
、
瑩
山
が
日
常
事
あ
る
ご
と
に
そ
の
雑
感
等
を

書
き
留
め
た
い
わ
ば
メ
モ
書
き
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
元
と

し
て
、
後
世
様
々
な
記
事
が
付
加
さ
れ
、
編
集
が
重
ね
ら
れ
て
、
今

日
見
ら
れ
る
諸
本
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ

ろ『

洞
谷
記』

に
は
、
古
写
本・

流
布
本
と
称
さ
れ
る
二
つ
の
系
統

の
も
の
が
知
ら
れ
、
流
布
本
に
は
、
享
保
三
年（

一
七
一
八）
に
重

輯
さ
れ
た
大
乗
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
、
そ
れ
を
書
写
し
た
と

思
わ
れ
る
永
光
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
、
以
上
の
二
本
と
は
字

句
の
異
同
な
ど
か
ら
流
布
の
過
程
を
や
や
異
と
す
る
と
思
わ
れ
る
駒

沢
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
の
三
本
の
写
本
が
知
ら
れ

て
い
る

（

１）

。
両
系
統
の
う
ち
古
写
本
は
、
後
人
の
改
編
が
あ
ま
り
加
え

ら
れ
て
い
な
い
瑩
山
の
手
に
よ
る
原
形
を
比
較
的
留
め
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
一
方
、
流
布
本
は
、
文
章
の
排
列
が
整
っ
て
い
る

点
や
、古
写
本
に
は
見
ら
れ
な
い
多
く
の
文
章
を
含
む
点
な
ど
か
ら
、

か
な
り
の
改
編
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（

２）

。

流
布
本
が
後
人
に
よ
っ
て
改
編
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に

は
何
ら
か
の
意
図
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

私
は
以
前
、「『

洞
谷
記』

の
編
集
動
機
に
つ
い
て（

一）

─
─
流
布

本『

洞
谷
記』

の
底
本
成
立
の
背
景
─
─」（『

愛
知
学
院
大
学
短
期

大
学
部
研
究
紀
要』

第
九
号・

平
成
一
三
年
三
月）

に
お
い
て
、
流

布
本『
洞
谷
記』

の
三
本
の
写
本
の
う
ち
、
特
に
大
乗
寺
本
の
底
本

で
あ
る
永
光
秘
録
の
編
集
意
図
に
つ
い
て
、
背
景
と
な
る
当
時
の
永

『
洞
谷
記』

の
編
集
動
機
に
つ
い
て（

二）

─
─
流
布
本『

洞
谷
記』

の
編
集
意
図
を
め
ぐ
っ
て
─
─

河

合

泰

弘
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『

洞
谷
記』

の
編
集
動
機
に
つ
い
て（

二）（

河
合）

光
寺
を
取
り
巻
く
状
況
や
、
編
者
と
推
測
で
き
る
永
光
寺
中
興
久
外

嫩
良
の
意
識
を
中
心
に
、

『

洞
谷
記』

以
外
の
史
料
を
も
と
に
考
察
を

試
み
た
。
そ
こ
で
は
、
以
下
の
こ
と
を
述
べ
た
。

①
永
光
寺
は
、
瑩
山
が
門
下
の
最
重
要
寺
院
と
位
置
付
け
、
總
持

寺
は
永
光
寺
の
一
末
寺
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
。

②
様
々
な
要
因
で
寺
勢
の
衰
退
し
た
永
光
寺
は
、
總
持
寺
が
五
院

輪
住
制
度
の
成
功
や
、
檀
那
家
の
長
期
に
わ
た
る
安
定
し
た
外

護
な
ど
に
よ
っ
て
隆
盛
を
極
め
る
中
、
瑩
山
門
下
の
本
山
と
し

て
の
地
位
を
奪
わ
れ
た
こ
と
。

③
元
和
元
年（

一
六
一
五）

七
月
に
徳
川
幕
府
に
よ
り
、

「

總
持
寺

諸
法
度」

が
下
さ
れ
、
總
持
寺
は
、
永
平
寺
と
並
ん
で
曹
洞
宗

の
大
本
山
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
。

④
延
享
二
年（

一
七
四
五）

の
寺
社
奉
行
の
命
に
よ
る
本
末
調
査

の
記
録
で
あ
る『

延
享
度
曹
洞
宗
寺
院
本
末
牒』

で
、
永
光
寺

が
總
持
寺
の
末
寺
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
。

⑤
以
上
の
状
況
下
で
、
永
光
寺
復
興
が
急
務
で
あ
る
と
い
う
意
思

を
強
く
抱
い
て
い
た
永
光
寺
の
住
持
嫩
良
が
、
同
寺
の
由
緒
正

し
さ・

寺
格
の
高
さ
を
端
的
に
示
す
史
料
と
し
て『

洞
谷
記』

を
編
集
し
て
、
永
光
寺
が
瑩
山
派
の
本
山
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
、
そ
れ
を
永
光
寺
の
後
継
者
お
よ
び
明
峰
派
下
に
伝
え
よ
う

と
し
た
こ
と
。

流
布
本『

洞
谷
記』

で
は
、
古
写
本
に
は
存
在
し
な
い
複
数
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
流
布
本『

洞
谷
記』

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
永
光
秘
録
の
編
集
時
に
何
ら
か
の
意
図
を

も
っ
て
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の

記
事
を
手
が
か
り
と
し
て
、
⑤
で
示
し
た
よ
う
な
意
図
が
窺
う
こ
と

が
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
中
心
と
し
て
、
各
記
事
を
検
証
し

て
み
よ
う
と
思
う
。

古
写
本
に
は
存
在
せ
ず
、
流
布
本
系
に
の
み
見
ら
れ
る
段
落
は
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る

（

３）

。

（

37）「

元
亨
三
年〈

一
三
二
三〉

二
月
一
日」

（

51）「

洞
谷
山
伝
灯
院
五
老
悟
則
并

行
業
略
記」（

元
亨
三
年
九

月
一
三
日）

（

54）「

当
山
尽
未
来
際
置
文」（

元
応
元
年〈

一
三
一
九〉

一
二
月

八
日）

（
58）「

正
中
元
年〈

一
三
二
四〉

正
月
十
一
日
、
室
中
問
答」

（

62）「
一
日
、
問
㍼明
庵
主
㍽」（

年
月
日
不
詳）
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（
71）「

同
年（

正
中
二）

五
月
一
日（

松
樹
禁
制
文）」

（

78）「
洞
谷
譲
与
御
状」（

正
中
二
年
八
月
八
日）

（

81）「
開
山
御
遷
化」（

正
中
二
年
八
月
一
五
日）

（

82）「

新
住
持
入
院」

ほ
か（

年
月
日
不
詳）

（

90）「

洞
谷
山
、
吾
瑩
山
大
師
親
口
之
垂
範」（

享
保
三
年〈

一
七

一
八〉

冬
安
居
日）

以
下
、
こ
れ
ら
の
文
章
の
内
容
を
点
検
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
な
お
、

（

90）「

洞
谷
山
、
吾
瑩
山
大
師
親
口
之
垂
範」

は
、
大
乗
寺
本
に
の

み
存
在
す
る
、
そ
の
成
立
の
経
緯
を
述
べ
る
奥
書
で
あ
り
、
こ
こ
か

ら
流
布
本『

洞
谷
記』

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
永
光
秘
録
の
編
集
意

図
を
探
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
除
く
こ
と
と
す
る
。

一
、（

37） 「

元
亨
三
年
二
月
一
日
、
室
中
問
答」

元
亨
三
年
癸
亥
二
月
一
日
、
室
中
問
答
、
以
㍼無
涯
老
∩
補
㍼加

州
浄
住
寺
住
持
職
⊿

上
堂
、
拈
㍼呈
法
衣
㍽曰
、
世
尊
金
襴
袈
裟
曩
、
鶏
足
頂
戴
待
㍼慈

尊
⊿
今
日
包
開
難
㍾得
㍾抑
、
人
天
眼
目
在
㍼当
門
⊿
陞
座
曰
、
法

苑
有
㍼大
樹
∩
天
下
人
作
㍼蔭
涼
∩
至
徳
如
㍼泓
海
∩
頭
角
已
崢

嶸
。
草
露
果
熟
、
人
天
推
請
、
今
朝
令
㍼山
呼
⊿
謝
辞
不
録
。

（

４）

こ
の
段
で
は
、
瑩
山
が
浄
住
寺
の
住
持
職
に
無
涯
智
洪（

？
～
一

三
五
一）

を
補
任
す
る
こ
と
を
述
べ
、
あ
わ
せ
て
そ
の
時
の
上
堂
語

を
載
せ
て
い
る
。
智
洪
は『

洞
谷
記』

の「

正
中
二
年（

一
三
二
五）

七
月
二
日」

の
段
で
、
瑩
山
の
四
門
人
六
兄
弟
の
う
ち
、
明
峰
素
哲

に
次
い
で
そ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る

（

５）

。
ま
た
浄
住
寺

は
、
元
亨
三
年（

一
三
二
三）

一
〇
月
九
日
付
の「

山
僧
遺
跡
寺
寺

置
文」

で
、
大
乗
寺
に
次
ぐ
加
州
第
二
の
遺
跡
と
さ
れ
て
い
る
寺
で

あ
る
。
智
洪
、
浄
住
寺
と
も
に
瑩
山
に
珍
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
判

る
が
、
こ
の
段
が
古
写
本
に
存
在
し
な
い
明
確
な
理
由
が
見
当
た
ら

な
い
。
た
だ
、
古
写
本
は
、
大
乗
寺
の
明
峰
派
と
總
持
寺・

浄
住
寺

の
峨
山
派
の
間
で
起
こ
っ
た
、
寺
格
を
め
ぐ
る
訴
訟
に
お
け
る
明
峰

派
側
の
証
拠
資
料
と
し
て
、用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

智
洪
が
瑩
山
に
よ
っ
て
浄
住
寺
の
住
持
職
に
任
命
さ
れ
た
事
実
を
述

べ
る
こ
の
段
は
、
明
峰
派
側
に
不
利
益
な
る
と
し
て
省
か
れ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
段
は
も
と
も
と『

洞
谷

記』

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
流
布
の
過
程
の
異
な
る
流
布
本

が
編
集
過
程
に
お
い
て
新
た
に
加
え
た
と
は
言
い
が
た
い
。

な
お
、
こ
の
段
は
、
永
光
秘
録
か
ら
抜
粋
し
て
出
来
上
が
っ
た
と

考
え
ら
れ
る『

洞
谷
記
抜
書

（

６）』（

石
川
県
浄
住
寺
所
蔵・

一
七
一
〇
頃
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書
写
と
推
定）

に
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く

と
も
永
光
秘
録
に
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

二
、（
51） 「

洞
谷
山
伝
灯
院
五
老
悟
則
并

行
業
略
記」

こ
れ
は
、
元
亨
三
年
九
月
一
三
日
に
瑩
山
が
記
し
た
高
祖
如
浄
、

曽
祖
道
元
、
祖
翁
懐
弉
、
先
師
義
价
の
略
伝
を
述
べ
る
も
の
で
、
五

老
と
は
こ
の
四
師
に
瑩
山
自
身
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
段
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
略
伝
そ
の
も
の
よ
り
、

高
祖
、
大
宋
国
裏
明
州
天
童
三
十
一
代
和
尚
、
諱
如
浄
、
越
上

人
。（

中
略）

今
安
㍼師
語
録
当
山
∩
擬
㍼于
霊
骨
⊿

曽
祖
、
越
前
吉
祥
山
永
平
寺
開
山
和
尚
、
諱
道
元
、
洛
陽
人
。

（

中
略）

俗
寿
五
十
有
四
、
僧
臘
四
十
有
一
、
塔
㍼永
平
寺
之
西

北
隅
⊿
今
得
㍼霊
骨
小
片
∩
安
㍼当
山
西
北
隅
⊿

祖
翁
、
永
平
二
世
和
尚
、
諱
懐
弉
、
洛
陽
人
。（

中
略）
遺
骨

任
㍼遺
命
∩
納
㍾之
無
㍾塔
。今
以
㍼師
平
生
一
行
三
礼
真
蹟
血
経
∩

安
㍼置
曽
祖
霊
骨
傍
∩
以
擬
㍼霊
骨
⊿

先
師
、
加
州
大
乗
寺
開
山
和
尚
、
諱
義
价
、
越
州
人
。（

中
略）

閲
㍾世
九
十
有
一
、僧
臘
七
十
有
八
。建
㍼塔
大
乗
之
西
北
之
隅
∩

称
㍼定
光
院
⊿
今
以
㍼一
生
所
持
之
嗣
書
、
并
六
祖
御
所
持
之
南

嶽
門
下
相
承
之
普
賢
舍
利
、及
先
師
頂
骨
、自
筆
五
部
大
乗
経
∩

奉
㍼納
当
山
⊿
鎮
㍼護
山
門
∩
擁
㍼護
法
命
⊿（

傍
線
筆
者）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
如
浄
以
下
四
師
の
遺
品
を
永
光
寺
に
安
置
し
た

こ
と
を
述
べ
る
点
で
あ
る
。す
な
わ
ち
如
浄
の
霊
骨
に
擬
え
た
語
録
、

道
元
の
霊
骨
の
小
片
、
懐
弉
の
霊
骨
に
擬
え
た
真
蹟
の
血
経
、
義
价

の
一
生
所
持
し
た
嗣
書
、六
祖
所
持
の
南
嶽
門
下
相
承
の
普
賢
舎
利
、

義
价
の
頂
骨
、
自
筆
の
五
部
大
乗
経
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
段
の

末
尾
に
は「

釈
迦
牟
尼
仏
五
十
四
世
法
孫
紹
瑾
記」

と
い
う
記
載
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
如
浄
か
ら
連
な
る
師
承
関
係
を
明
ら
か

に
し
、瑩
山
自
身
が
そ
の
法
系
に
連
な
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
段
は
、
古
写
本
に
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
も
、
お
そ
ら
く
は

元
来
、『

洞
谷
記』

と
は
別
の
独
立
し
た
文
書
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
原
本
に
相
当
す
る
も
の
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
か
確
認
で
き

て
い
な
い
が
、
独
自
の
表
題
を
持
つ
な
ど
、
そ
の
可
能
性
が
高
い
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
段
は
瑩
山
自
身
が
釈
尊
以
来
の
伝
燈
を
正
し
く
継

承
し
て
い
る
こ
と
と
、
如
浄
以
下
四
師
の
遺
品
を
安
置
す
る
永
光
寺

を
、
瑩
山
が
曹
洞
宗
に
お
け
る
最
重
要
寺
院
に
位
置
づ
け
て
い
た
こ

と
を
示
す
史
料
と
言
え
よ
う
。
そ
の
た
め
流
布
本
の
編
集
過
程
に
お

い
て
編
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
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三
、（

54） 「

当
山
尽
未
来
際
置
文」

能
州
酒
井
保
洞
谷
山
者
、
平
氏
酒
勾
八
郎
頼
親
嫡
女
、
法
名
祖

忍
、
清
浄
寄
進
之
浄
処
。
故
紹
瑾
、
為
㍼一
生
偃
息
之
安
楽
地
∩

来
際
、
為
㍼瑩
山
遺
身
安
置
之
塔
頭
所
⊿
是
以
、
自
身
嗣
書
、
先

師
嗣
書
、
師
翁
血
経
、
曽
祖
霊
骨
、
高
祖
語
録
、
安
㍼置
当
山
之

奥
頭
∩
而
名
㍼此
峰
㍽称
㍼五
老
峰
⊿
然
者
、
当
山
之
住
持
者
、
五

老
之
塔
主
也
。瑩
山
門
徒
中
、守
㍼嗣
法
次
第
∩
可
㍼住
持
興
行
⊿

其
故
者
、
山
僧
遺
跡
諸
山
之
内
、
可
㍼崇
重
㍽遺
跡
也
。
嗣
法
人

可
㍼住
持
興
行
⊿
縦
雖
㍼嗣
法
人
断
絶
∩
門
徒
小
師
中
、
評
定
和

平
、
而
須
㍼
住
持
興
隆
⊿
者
何
、
他
門
必
之
不
㍾
可
㍾
崇
㍼
敬
五

老
㍽故
也
。
依
㍾之
尽
未
来
際
、
瑩
山
嗣
法
小
師
、
剃
頭
小
師
、

参
学
小
師
、
受
具
受
戒
、
出
家
在
家
、
諸
門
弟
等
、
一
味
同
心
、

以
㍼当
山
㍽為
㍼一
大
事
⊿
偏
㍾奉
崇
㍼敬
五
老
峰
⊿
専
可
㍾興
㍼行
門

風
∩
是
則
瑩
山
尽
未
来
際
之
本
望
也
。
仏
言
、
篤
信
檀
那
得
㍾之

時
、
仏
法
不
㍼断
絶
∩
云
云
。
又
云
、
敬
㍼檀
那
㍽可
㍾如
㍾仏
、
戒

定
慧
解
、
皆
依
㍼檀
那
力
㍽成
就
、
云
云
。
然
間
、
瑩
山
今
生
仏

法
修
行
、
依
㍼此
檀
越
信
心
㍽成
就
。
故
尽
未
来
際
、
以
㍼此
本
願

主
子
子
孫
孫
∩
可
㍾為
㍼当
山
大
檀
越
大
恩
所
⊿
是
故
、
師
檀
和

合
、
而
親
作
㍼水
魚
眤
∩
来
際
一
如
、
而
可
㍾致
㍼骨
肉
思
⊿
用
心

如
㍾此
者
、
実
是
可
㍾為
㍼当
山
之
師
檀
⊿
縦
使
有
㍼難
値
難
遇
之

事
∩
必
可
㍾生
㍼和
合
和
睦
之
思
⊿
以
㍼此
置
文
∩
為
㍼当
山
来
際

之
亀
鏡
∩
為
㍼住
持
檀
越
之
眼
目
⊿
以
㍼壹
通
㍽写
㍼両
通
∩
師
檀

共
加
㍼折
目
判
形
∩
一
通
納
㍼寺
庫
∩
一
通
持
㍼檀
家
∩
可
㍾為
㍼師

檀
相
互
之
後
証
⊿
檀
那
之
崇
㍼敬
此
門
徒
之
商
議
住
持
∩
住
持
之

彼
檀
越
之
遺
付
子
孫
、
可
㍼崇
重
㍽之
置
文
状
、
如
㍾件
。

元
応
元
年
己
未
十
二
月
八
日

開
闢
瑩
山
紹
瑾

御
判

本
願
檀
主
平
氏
祖
忍

判

こ
れ
は
、
永
光
寺
所
蔵
の「

洞
谷
山
尽
未
来
際
置
文」

と
題
さ
れ

る
文
書
と
若
干
の
文
字
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で

あ
る
。
永
光
寺
所
蔵
の
文
書
は
、
瑩
山
親
筆
と
さ
れ
、
重
要
文
化
財

に
も
指
定
さ
れ
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る

（

７）

。そ
れ
に
は
表
題
は
な
い
が
、

元
亨
三
年（

一
三
二
三）

一
〇
月
九
日
に
瑩
山
が
記
し
た
永
光
寺
所

蔵
の
文
書
二
一
通
の
目
録
で
あ
る「

洞
谷
文
書
注
文

（

８）」（

重
要
文
化

財）

に洞
谷
山
尽
未
来
際
置
文

一
通

と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
、
そ
れ
が
こ
の
文
書
に
相
当
す
る
よ
う
で
あ
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る
。
内
容
は
、
次
の
よ
う
に
六
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
洞
谷
山
永
光
寺
の
敷
地
は
平
氏
の
娘
、
法
名
祖
忍
の
寄
進
地
で

あ
る
こ
と
。

②
瑩
山
が
こ
の
地
を
自
身
の
一
生
偃
息
の
地
、
遺
身
安
置
の
塔
頭

所
と
定
め
て
い
る
こ
と
。

③
洞
谷
山
の
奥
頭
に
高
祖
如
浄
の
語
録
、
曽
祖
道
元
の
霊
骨
、
師

翁
懐
弉
の
血
経
、
先
師
義
介
の
嗣
書
、
白
身（

瑩
山）

の
嗣
書

を
安
置
し
、
五
老
峰
と
名
づ
け
る
こ
と
。

④
永
光
寺
の
住
持
は
五
老
峰
の
塔
主
で
あ
り
、
門
徒
中
よ
り
嗣
法

の
次
第
を
守
っ
て
住
持
興
行
す
べ
き
こ
と
。
ま
た
嗣
法
の
人
が

断
絶
し
た
場
合
に
は
、
門
徒
小
師
の
中
か
ら
評
定
和
平
し
て
住

持
興
行
す
べ
き
こ
と
。

⑤
仏
法
修
行
は
檀
越
の
信
心
に
よ
っ
て
成
就
す
る
。
ゆ
え
に
特
に

こ
の
本
願
主
を
子
子
孫
孫
ま
で
大
檀
越・

大
恩
所
と
し
て
尊
崇

し
て
師
檀
和
合
す
べ
き
こ
と
。

⑥
こ
の
置
文
を
永
光
寺
の
亀
鏡
と
し
住
持
檀
越
の
眼
目
と
す
る
こ

と
。
そ
の
た
め
に
こ
の
置
文
を
二
通
つ
く
り
、
師
檀
が
契
印
し
、

一
通
は
寺
に
、
一
通
は
檀
越
家
が
保
存
し
、
相
互
に
後
証
と
す

る
こ
と
。

こ
の
六
つ
の
内
容
の
う
ち
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
③
の
五
老

峰
の
建
立
を
述
べ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『

洞
谷
記』

に
よ
れ
ば
五
老
峰

の
建
立
は
こ
の
置
文
が
書
か
れ
た
元
応
元
年
か
ら
五
年
後
の
元
亨
三

年
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
置
文
は
、
瑩
山
が
五
老
峰
建
立

の
発
願
を
立
て
た
こ
と
を
示
す
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て

こ
の
置
文
の
ね
ら
い
は
、
自
ら
が
中
国
曹
洞
宗
の
如
浄
、
さ
ら
に
は

釈
尊
の
法
脈
を
正
し
く
承
け
嗣
ぎ
、
そ
の
中
心
寺
院
と
な
る
の
が
永

光
寺
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
こ
の
置
文
ほ
ど
、
永
光
寺
の
寺
格
の

高
さ
、由
緒
正
し
さ
を
示
す
史
料
は
こ
の
他
に
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
置
文
が
古
写
本
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
も
、も
と
も
と『

洞

谷
記』

に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
流
布
本
系
の
原
本『

永
光
秘
録』

の
編
集
に
際
し
、
瑩
山
親
筆
と
さ
れ
る
置
文
か
ら
転
写
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

（

58） 「

正
中
元
年
正
月
十
一
日」

四
、（

59） 「

一
日
、
問
二

明
庵
主
一」

こ
の
二
つ
の
段
は
、
い
ず
れ
も
瑩
山
が
弟
子
た
ち
と
交
わ
し
た
問

答
の
記
録
で
あ
る
。（

58）

は
、
孤
峰
覚
明（

一
二
七
一
～
一
三
六
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一）
と
二
僧
の
三
人
に
対
す
る
問
答
、（

62）

は
、
覚
明
、
竜
松
祖

（

素）
渓（

生
没
年
不
詳）

、
尊
道（

生
没
年
不
詳）

、
月
鑑
虚

（

生

没
年
不
詳）
と
の
問
答
を
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
が
な
ぜ
流

布
本
に
の
み
存
在
す
る
の
か
明
確
な
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
三
つ

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、こ
れ
ら
は
流
布
本
編
集
時
に
挿
入
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

古
写
本
の
書
写
の
過
程
で
書
き
漏
ら
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
可
能
性

で
あ
る
。
古
写
本
の
テ
キ
ス
ト
は
、
大
乗
寺
所
蔵
の
も
の
以
外
に
存

在
が
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
。

二
つ
目
の
可
能
性
は
、
古
写
本
を
作
成
す
る
に
当
た
り
意
図
的
に

削
除
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
古

写
本
は
、
大
乗
寺
の
明
峰
派
と
總
持
寺・

浄
住
寺
の
峨
山
派
が
、
總

持
寺・

浄
住
寺
は
大
乗
寺・

永
光
寺
と
寺
格
が
等
し
い
と
す
る
主
張

を
め
ぐ
る
訴
訟
に
お
け
る
明
峰
派
側
が
反
証
と
し
て
用
い
た
資
料
と

考
え
ら
れ
、
永
光
寺
の
由
緒
や
明
峰
派
の
優
位
性
を
示
す
内
容
を
も

た
な
い
こ
の
二
段
は
、
不
必
要
な
も
の
と
し
て
削
除
し
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
二
段
に
は
共
通
し
て
、
孤
峰
覚
明
が
登
場
す

る
の
が
気
に
か
か
る
。

『

洞
谷
記』

で
は
、
覚
明
に
関
す
る
記
事
が
こ
の
二
段
を
含
め
七
カ

所
あ
る
。
そ
の
中
で
も
次
の
三
つ
の
段
落
は
、
瑩
山
が
覚
明
を
重
ん

じ
た
事
実
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「

同（

元
亨
三
年）

八
月
十
五
日
、
許
㍼戒
法
於
明
孤
峰
⊿」（

45）

「

同（

正
中
二
年）

七
月
二
日
、
当
山
住
次
尊
宿
、
先
瑩
山
法
嗣

中
、
揀
㍼嗣
法
臘
次
∩
可
㍼住
持
興
行
⊿
吾
有
㍼四
門
人
∩
若
又

有
㍼一
人
孫
弟
法
嗣
㍽歟
。
又
住
持
闕
如
者
、
六
兄
弟
中
、
励
㍾力

束
㍾
、
興
化
利
生
。
是
山
僧
現
存
悉
知
、
尽
未
来
際
、
法
孫
相

続
者
、
可
㍾
依
㍼各
人
興
法
利
生
⊿
唯
願
、
法
孫
歴
代
、
代
㍾仏

揚
㍾化
、
化
化
不
㍼断
絶
㍽矣
。

明
峯

無
涯

峨
山

壷
庵

孤
峯

珍
山」（

75）

「

同（

正
中
二
年
七
月）

廿
八
、
渓
都
寺
、
道
都
寺
、
相
㍼伝
戒

法
⊿
同
日
夜
半
、
明
兄
附
法
、
相
㍼伝
坐
具
⊿
是
予
末
後
法
嗣

也
。」（

77）

す
な
わ
ち
覚
明
は
、
元
亨
三
年（

一
三
二
三）

八
月
一
五
日
に
瑩
山

よ
り
戒
法
を
許
さ
れ
、
正
中
二
年（

一
三
二
五）

七
月
二
日
に
瑩
山

の
四
門
人
六
兄
弟
の
一
人
に
挙
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
、
同
年
七
月
二

八
日
に
、瑩
山
の
最
後
の
法
嗣
と
な
っ
た
人
物
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
覚
明
は
、
臨
済
宗
法
燈
派
の
心
地
覚
心（

一
二
〇

七
～
九
八）

の
法
嗣
と
い
う
顔
も
持
つ
人
物
で
あ
る
。『

本
朝
高
僧
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伝』（
一
七
〇
二）

や『

延
宝
伝
燈
録』（

一
七
〇
六）

で
は
、
覚
心

の
法
嗣
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
後
世
に
お
い
て
は
瑩
山
派
下

の
人
物
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
臨
済
宗
法
燈
派
の
人
物
と
い
う
認

識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

（

９）

。

こ
こ
で
取
り
上
げ
る（

58）（

62）

の
二
段
は
、
覚
明
が
永
光
寺
の

瑩
山
の
下
で
参
学
し
た
事
実
を
物
語
る
も
の
で
も
あ
り
、
他
門
の
者

と
認
識
さ
れ
る
覚
明
の
そ
の
よ
う
な
事
実
が
、
大
乗
寺
の
明
峰
派
と

總
持
寺・

浄
住
寺
の
峨
山
派
と
の
間
で
の
訴
訟
に
お
い
て
、
明
峰
派

側
の
不
都
合
な
記
事
と
判
断
さ
れ
、
古
写
本
を
作
成
す
る
時
に
、
こ

の
部
分
を
削
除
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
う
で
あ
る
な
ら
、
覚
明
に
関
す
る
記
事
の
す
べ
て
を
削
除
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
こ
の
二
段
を
古
写
本
が

削
除
し
た
と
い
う
可
能
性
は
低
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
可
能
性
は
、

『

洞
谷
記』

と
は
別
に
伝
わ
っ

て
い
た
記
事
を
流
布
本
編
集
時
に
加
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
洞

谷
記』

に
は
、
弟
子
と
の
問
答
の
み
を
記
す
段
落
は
、
こ
の
他
に
は

（

25）

の
元
亨
元
年
一
二
月
二
〇
日
夜
半
の
壺
菴
至
簡（

生
没
年
不

詳）

と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
問
答
以
外
に
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
至
簡

と
の
問
答
を
記
す
段
に
は
、
末
尾
に「

為
後
鑑
記」

と
述
べ
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
二
段
と
は
趣
を
異
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

考
え
て
み
る
と
、（

58）（

62）

は
元
来
、『

洞
谷
記』

と
は
別
の
史
料

だ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
特
に（

62）

に
は
、
他
の
ほ
と
ん
ど
の
段

落
で
見
ら
れ
る
日
付
の
記
載
が
、
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
も
、
そ
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
二
つ
の
段
落
が
な
ぜ
流
布
本
に
の
み
存

在
す
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

五
、（

71） 「

同
年
五
月
一
日（

松
樹
禁
制
文） 」

同
年
五
月
一
日
、松
制
禁
曰
、山
僧
自
㍼去
壬
子
歳
∩
占
㍼此
山
∩

始
自
愛
㍼山
中
有
松
樹
∩
来
歳
歳
其
心
、
与
㍾縁
是
深
。
然
者
、

祝
聖
受
戒
立
華
外
、
不
㍾可
㍾折
㍼一
枝
⊿
嶺
上
谷
底
、
不
㍾論
㍼大

小
∩
堅
可
㍾護
㍼惜
之
⊿
諸
知
事
、
頭
首
、
大
衆
、
合
山
甲
乙
諸

人
、
明
悉
知
勿
㍼違
犯
⊿
開
山
瑩
山
、
有
㍼一
偈
㍽禁
㍼示
之
⊿

時
正
中
二
年
乙
丑

五
月
一
日
、
示
。

松
樹
必
成
㍼千
古
昌
∩
枝
枝
葉
葉
尽
蔭
涼
、
須
㍾令
≒賓
主
堅
㍼根

茎
∩
洞
谷
声
誉
久
挙
揚
。

花
押

三
宝
炳
鑒

五
老
証
知

在
判

こ
れ
は
、
永
光
寺
所
蔵
の「

洞
谷
山
松
樹
禁
制
文」

と
名
づ
け
ら
れ
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る
瑩
山
親
筆
の
文
書

（
）（

重
要
文
化
財
指
定）

を
転
写
し
た
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。
内
容
は
、
正
中
二
年
五
月
一
日
に
瑩
山
が
、
永
光
寺
山

内
の
す
べ
て
の
松
の
木
を
、
一
枝
た
り
と
も
む
や
み
に
伐
る
こ
と
を

禁
じ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
偈
の
部
分
を
見
る
と
、
瑩
山
は

永
光
寺
の
隆
盛
の
象
徴
と
し
て
松
の
木
の
繁
茂
を
見
て
い
る
よ
う
で
、

永
光
寺
の
永
遠
な
る
繁
栄
へ
の
瑩
山
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
思
い
を
永
光
寺
の
後
継
者
お
よ
び
明
峰
派
下
に
喚

起
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
も
っ
て
、
こ
の
段
は
加
え
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

六
、（

78） 「

洞
谷
譲
与
御
状」

洞
谷
譲
与
御
状
曰
、
本
紙
在
㍼加
州
大
乗
寺
⊿

附
㍼与
洞
谷
全
座
、
於
素
哲
首
座
明
峯
老
⊿

霊
山
一
会
座
尚
暖
、
附
㍼与
明
峰
㍽永
興
繁
。

洞
谷
緑
松
緑
弥
奥
、
雲
居
懸
記
水
泓
湾
。

正
中
二
年
仲
秋
初
八
日

こ
れ
は
、
正
中
二
年
八
月
八
日
、
入
滅
一
週
間
前
の
瑩
山
が
明
峰

素
哲
に
永
光
寺
の
住
持
職
を
譲
り
渡
し
た
時
に
与
え
た
七
言
絶
句
を

記
し
た
も
の
で
、
表
題
の
後
の
割
注
に
も
あ
る
よ
う
に
、
本
書
が
大

乗
寺
に
存
在
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
現
在
も
大
乗
寺

に
所
蔵（

石
川
県
立
美
術
館
委
託
保
管）

さ
れ
て
い
る
瑩
山
親
筆
と

み
ら
れ
る
重
要
文
化
指
定
の
文
書
の
こ
と
だ
ろ
う

（
）

。

瑩
山
は
、（

52）

山
僧
遺
跡
寺
寺
置
文
で
、

洞
谷
山
者
、
嗣
法
人
人
、
連
続
而
可
㍼住
持
興
行
⊿
頗
是
五
老
遺

跡
之
際
、
諸
山
之
中
、
可
㍼崇
重
㍽事
、
置
文
委
㍾之
。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
永
光
寺
を
自
ら
の
遺
跡
寺
院
中
、
最
も
尊
重
す

べ
き
寺
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
素
哲
は
、

『

洞
谷
記』

で
し
ば
し
ば
瑩

山
の
門
人
中
筆
頭
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る

（
）

が
、
瑩
山
に
よ
っ
て
永
光
寺
が
素
哲
に
譲
与
さ
れ
た
と
い
う
事

実
を
示
す
こ
の
文
書
は
、
そ
の
こ
と
を
よ
り
一
層
明
確
に
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
こ
の
段
は
、
明
峰
派
の
、
峨
山
派
な
ど
の

他
派
に
対
す
る
優
位
性
を
示
す
た
め
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、（

37）

と
同
様
、『

洞
谷
記
抜
書』

に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
永
光
秘
録
に
は
既
に
記
載
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

七
、（

81） 「

開
山
御
遷
化」

正
中
二
年
八
月
十
五
日
夜
半
、
嘱
㍼門
人
㍽云
、
予
化
縁
已
尽
、
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泥
鱠
時
至
。
則
沐
浴
如
㍾
常
、
鳴
㍾
鐘
衆
集
曰
、
念
起
是
病
、

不
㍾続
是
薬
、
一
切
善
悪
、
都
莫
㍼思
量
∩
纔
渉
㍼思
量
∩
白
雲
万

里
。
書
㍾偈
曰
、
自
耕
自
作
閑
田
地
、
幾
度
売
来
買
去
新
、
無
㍾

限
霊
苗
種
熟
脱
、
法
堂
上
見
㍼挿
㍾
鍬
人
⊿
投
㍾筆
而
終
。
闍
維

収
㍼設
利
羅
⊿
而
建
㍼塔
寺
之
西
北
隅
∩
其
塔
所
号
㍼伝
燈
院
⊿

閲
㍾世
五
十
八
、
坐
夏
四
十
六
。
勅
諡
賜
㍼仏
慈
禅
師
⊿

こ
の
段
は
、
瑩
山
の
遷
化
の
記
録
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
瑩
山
の

筆
録
で
は
な
く
、
末
尾
に「

仏
慈
禅
師」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
村

上
天
皇
か
ら
仏
慈
禅
師
の
勅
諡
号
が
下
さ
れ
た
正
平
八
年（

一
三
五

三）

一
二
月
八
日
以
降
に
、
瑩
山
の
門
人
な
い
し
後
人
が
記
し
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
来
の『
洞
谷
記』

は
、
瑩
山
の

晩
年
の
記
録
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
段
は
、
そ

れ
に
そ
ぐ
わ
な
い
内
容
の
も
の
で
あ
り
、

『

洞
谷
記』
に
当
初
よ
り
存

在
し
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、（

37）（

78）
と
同
じ
よ

う
に
、

『

洞
谷
記
抜
書』

に
こ
の
文
章
が
み
え
、
永
光
秘
録
に
は
既
に

記
載
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
永
光
寺
の
北
西
の
隅
に
瑩
山
の
塔
が

建
立
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
瑩

山
派
の
本
山
が
永
光
寺
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を

門
下
に
再
認
識
さ
せ
る
た
め
に
永
光
秘
録
に
付
加
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。八

、（

82） 「

新
住
持
入
院」

ほ
か

こ
れ
は
、
清
規
に
関
わ
る
一
連
の
長
文
で
あ
り
、

『

洞
谷
記』

の
そ

の
他
の
段
落
の
ほ
と
ん
ど
が
、
日
記
体
と
い
う
体
裁
を
持
つ
の
に
対

し
て
全
く
趣
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
お
よ
そ
二
一
の
部
分
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
内
容
は
法
要
の
次
第
や
法
要
の
執
行
に
関
わ

る
諸
々
の
事
柄
を
説
明
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
な
ぜ
流

布
本
に
あ
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
冒
頭
部
分
に
、

先
住
告
退
、
或
遷
化
時
、
如
㍼当
山
㍽者
、
門
徒
中
先
開
山
法
嗣

内
、
以
㍼嗣
法
次
第
、
或
先
出
世
、
或
当
山
勤
労
、
或
若
開
堂

人
、
若
開
山
付
授
人
∩
可
㍾
定
㍼住
次
⊿
嗣
法
人
人
、
商
議
可
㍾

定
。
若
開
山
法
嗣
、
皆
雖
㍼住
尽
∩
孫
弟
法
嗣
中
可
㍾揀
㍾器
。
若

世
及
㍼末
世
∩
法
嗣
人
如
㍾不
㍾得
、
開
山
小
師
中
、
門
派
僧
中
、

択
㍼知
㍾因
識
㍾果
人
∩
可
㍾補
㍼住
持
⊿
五
老
峰
為
㍼尊
重
∩
門
派

実
人
可
㍾択
㍾之
。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
新
住
持
を
選
ぶ
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
点
に
注

目
し
た
い
。
こ
こ
に
は
具
体
的
に
永
光
寺
の
新
住
持
と
し
て
選
ば
れ
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る
者
が
、ど
の
よ
う
な
系
統
に
属
す
る
者
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

明
ら
か
に
、瑩
山
の
四
門
人
六
兄
弟
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
明
峰
素
哲

（
）

お
よ
び
そ
の
系
統
に
属
す
る
者
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

逆
に
言
え
ば
、
永
光
寺
は
明
峰
派
に
よ
っ
て
護
持
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
寺
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
明
峰
派
下
に
知
ら
し

め
る
た
め
に
、
流
布
本
に
こ
れ
ら
の
長
文
が
加
え
ら
れ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

な
お
、
こ
れ
ら
清
規
に
関
わ
る
長
文
の
一
部
が
、
先
述
の『

洞
谷

記
抜
書』

に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
段
も
、
既
に

永
光
秘
録
に
は
記
載
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
流
布
本
に
の
み
に
存
在
す
る
九
段
落
の
点
検
を

行
っ
て
み
た
が
、（

51）「

洞
谷
山
伝
灯
院
五
老
悟
則
并

行
業
略
記」

、
（

54）「

当
山
尽
未
来
際
置
文」

、（

71）「

同
年（

正
中
二）

五
月
一
日

（

松
樹
禁
制
文）」

、（

78）「

洞
谷
譲
与
御
状」

、（

81）「

開
山
御
遷
化」

（

正
中
二
年
八
月
一
五
日）

の
五
段
は
、
明
ら
か
に
流
布
本
を
編
集
す

る
際
、
恐
ら
く
は
永
光
秘
録
を
編
集
す
る
際
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、

（

82）「

新
住
持
入
院」

も
そ
の
可
能
性
が
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
は
、
①
永
光
寺
が
曹
洞
宗
の
最
重
要
寺
院
で
あ

り
瑩
山
派
の
本
山
で
あ
る
こ
と
、
②
そ
の
後
継
住
持
と
し
て
明
峰
素

哲
お
よ
び
明
峰
派
の
者
が
他
派
に
優
先
さ
れ
る
こ
と
、
が
明
確
に
示

さ
れ
て
い
る
。
特
に（

54）「

当
山
尽
未
来
際
置
文」

は
、
そ
れ
ら
の

こ
と
を
強
力
に
裏
付
け
る
最
も
価
値
あ
る
史
料
と
い
え
よ
う
。
そ
こ

に
こ
れ
ら
の
段
落
を
付
加
し
た
意
図
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
段
落
が
付
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
永
光
秘
録
が
成
立

し
た
頃
、永
光
寺
を
取
り
巻
く
環
境
は
、か
な
り
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
た
。
そ
れ
は
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
永
光
寺
は
、
様
々
な

要
因
で
寺
勢
が
衰
え
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
總
持
寺
が
隆
盛
を
極
め
る

よ
う
に
な
り
、
瑩
山
門
下
の
本
山
と
し
て
の
地
位
を
奪
わ
れ
た
。
さ

ら
に
は
、
元
和
元
年（

一
六
一
五）

七
月
に
徳
川
幕
府
に
よ
り
、
總

持
寺
が
、
永
平
寺
と
並
ぶ
曹
洞
宗
の
大
本
山
と
認
め
ら
れ
、
延
享
二

年（

一
七
四
五）

の『

延
享
度
曹
洞
宗
寺
院
本
末
牒』

で
は
、
永
光

寺
が
總
持
寺
の
末
寺
と
定
め
ら
れ
る
に
い
た
っ
て
名
実
と
も
に
總
持

寺
が
瑩
山
派
の
本
山
に
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

（
）

。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
永
光
寺
復
興
が
急
務
で
あ
る
と
い
う
意

思
を
強
く
抱
い
て
い
た
永
光
寺
の
住
持
嫩
良
は
、
同
寺
の
由
緒
正
し

さ・

寺
格
の
高
さ
を
端
的
に
示
す
史
料
と
し
て
、『

洞
谷
記』

に
注
目
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し
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
さ
ら
に
裏
付
け
る
古
文
書
等
を
組
み
込
み
、

新
た
な『
洞
谷
記』

を
完
成
さ
せ
、
永
光
寺
が
瑩
山
派
の
本
山
で
あ

る
こ
と
と
、
開
創
当
時
の
瑩
山
の
永
光
寺
に
対
す
る
篤
い
思
い
を
、

永
光
寺
の
後
継
者
お
よ
び
明
峰
派
下
に
伝
え
、
永
光
寺
復
興
を
願
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注

（

１）

流
布
本
系『

洞
谷
記』
の
三
本
の
写
本
の
相
互
関
係
お
よ
び
そ
の

原
本
に
つ
い
て
は
、
拙
稿「

流
布
本『

洞
谷
記』

の
諸
本
成
立
に
つ
い

て」（『

愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
紀
要』

第
二
九
号
、
平
成
一
三
年）

に
詳
し
く
記
し
て
お
い
た
。

（

２）

松
田
文
雄「

洞
谷
記
に
つ
い
て
─
─
瑩
山
禅
師
研
究
の
資
料
点
検

─
─」（『

宗
学
研
究』

第
八・

九
号
、
昭
和
四
一・
四
二
年）

、
大
谷
哲

夫「「

洞
谷
記」

の
原
形
に
つ
い
て
の
一
試
論
─
─
大
乗
寺
秘
本「

洞
谷

記」

を
中
心
に
し
て
─
─」（『

宗
学
研
究』

第
一
六
号
、
昭
和
四
九
年）

、

竹
内
弘
道「

瑩
山
禅
師
の
著
作
に
つ
い
て（

三）

─
─
古
写
本『
洞
谷

記』

と
流
布
本『

洞
谷
記』

─
─」（『

曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
紀
要』
創

刊
号
、
昭
和
六
三
年）

、
高
崎
直
道「『

洞
谷
記』

管
見」（『

鶴
見
大
学

仏
教
文
化
研
究
所
紀
要』

第
二
号
、
平
成
九
年）

、
拙
稿「

洞
谷
記
を
め

ぐ
っ
て」（『

東
海
仏
教』

第
四
六
輯
、
平
成
一
三
年）

な
ど
参
照
。

（

３）

以
下
、
括
弧
内
の
数
字
は
大
乗
寺
本
の
段
落
番
号
で
あ
る
。
段
落

分
け・

段
落
番
号
は
松
田
文
雄
氏
の
分
類（『

瑩
山
禅』

巻
九
、
山
喜
房

仏
書
林
、
平
成
二
年

四
六
～
五
二
頁）

に
従
い
、
筆
者
が
一
部
改
め

た
も
の
で
あ
る
。

（

４）

以
下
、『

洞
谷
記』

の
本
文
に
つ
い
て
は
、
拙
稿「『

洞
谷
記』

対

照
二

－

一」「

同
二」（『

愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
紀
要』

第
三
〇・

三
一
号
、
平
成
一
四・

一
五
年）

参
照
。

（

５）

大
乗
寺
本（

75）

に

同
七
月
二
日
、
当
山
住
次
尊
宿
、
先
瑩
山
法
嗣
中
、
揀
㍼嗣
法
臘

次
∩
可
㍼住
持
興
行
⊿
吾
有
㍼四
門
人
∩
若
又
有
㍼一
人
孫
弟
法
嗣
㍽

歟
。
又
住
持
闕
如
者
、
六
兄
弟
中
、
励
㍾力
束
㍾
、
興
化
利
生
。

是
山
僧
現
存
悉
知
、
尽
未
来
際
、
法
孫
相
続
者
、
可
㍾依
㍼各
人
興

法
利
生
⊿
唯
願
、
法
孫
歴
代
、
代
㍾仏
揚
㍾化
、
化
化
不
㍼断
絶
㍽矣
。

明
峯

無
涯

峨
山

壷
庵

孤
峯

珍
山

と
あ
り
、
末
尾
の
法
号
の
順
序
が
四
門
人
六
兄
弟
の
序
列
を
表
す
も
の

で
あ
ろ
う
。

（

６）
『

洞
谷
記
抜
書』

に
つ
い
て
は
、
拙
稿「

浄
住
寺
蔵『

洞
谷
記
抜

書』

に
つ
い
て」（『

宗
学
研
究』

第
三
七
号
、
平
成
七
年）

参
照
。

（

７）

こ
の
文
書
は
後
人
の
手
が
加
わ
っ
て
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
い
う

推
測
も
な
さ
れ
て
い
る
が（

松
田
文
雄「

瑩
山
禅
師
の
尽
未
来
際
置
文

に
つ
い
て
─
─
永
光
寺
開
闢
の
背
景
─
─」〈『

宗
学
研
究』

第
一
二
号
、

昭
和
四
五
年〉

、
竹
内
弘
道「

瑩
山
禅
師
の
著
作
に
つ
い
て（

二）

─
─

『

洞
谷
記』

親
撰
部
分
限
定
へ
の
一
試
論
─
─」〈『

宗
学
研
究』

第
二
九

号
、
昭
和
六
二
年〉

参
照）

、
流
布
本
の
編
集
時
点
で
は
、
瑩
山
の
親
撰

と
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
書
の
内



『

洞
谷
記』

の
編
集
動
機
に
つ
い
て（

二）（

河
合）

─ ─81

容
に
つ
い
て
は
、『

瑩
山
禅
師
遺
墨
集
解
説』（

大
本
山
總
持
寺
、
昭
和

四
九
年）

六
お
よ
び
二
二
頁
参
照
。

（

８）
同
右
書
、
一
三
お
よ
び
二
四
頁
参
照
。

（

９）

孤
峰
覚
明
に
つ
い
て
は
、
東
隆
真『

瑩
山
禅
師
の
研
究』（

春
秋

社
、
昭
和
四
九
年）

、
二
一
八
頁
に
詳
し
い
。

（

10）
『

瑩
山
禅
師
遺
墨
集
解
説』（

大
本
山
總
持
寺
、
昭
和
四
九
年）

一

六
お
よ
び
二
六
頁
参
照
。

（

11）

同
右
書
、
一
八
お
よ
び
二
六
頁
参
照
。

（

12）

明
峰
素
哲
が
瑩
山
の
門
人
中
筆
頭
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
流
布
本（

大
乗
寺
本）

の（

42）（

43）

（

75）（

79）（

80）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（

13）

注（

５）

参
照
。

（

14）

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
良
久「

永
光
寺・

總
持
寺
、
両
教
団
勢

力
の
消
長」（『

駒
澤
大
學
佛
教
学
部
論
集』

第
三
〇
号）

に
詳
し
い
。
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